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▲「新庁舎各階平面図」（『広報みのかも』
1961年 5月 15日号）

「市の幕開けを支えた玄関看板」
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　現在の庁舎に掲げられる「美濃加茂市役所」の文字は 2代目で、
新旧ともに古井出身の座

ざん
馬
ま
井
せい
邨
そん
（1916～2015年）によるものです。

井邨は第 2回市美術展で市展賞を受賞し、昭和 32年には日展に初
入選するなど庁舎竣工時にはすでに著名な書家でした。また太田の
祐泉寺で書の教室を開き、後進育成にも努めています。その書体は
井邨の清明な感性がみえる優美さが漂うもので、当初から美濃加茂
市の表玄関の顔として多くの来庁者を出迎えてきたことでしょう。

Pick Up

▲市庁舎建築確認書
（昭和 35年）

▲ 2代目市庁舎看板

▲初代市庁舎看板
（美濃加茂市民ミュージアム蔵 )


